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研究成果の概要：ICT を活用して通常学級におけるインクルーシブ教育を実現する授業を設計
するにあたって、いくつかの具体的な児童への支援方法を確認することができた。特に①AI を
搭載したロボットを活用したプログラミング体験、②学習者用デジタル教科書を既存のアプリ
ケーションと組み合わせた学習支援、③AIを搭載したスピーカーを活用したコミュニケーショ
ン支援、の有用性を明らかにすることができた。 
 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
(1)今後更に高まりが予想される「通常学級に一定の割合で存在する発達障害等により学びに

困難を抱えた児童への適切な支援」というニーズに ICT を活用して応える具体的な方法の例を
示すことができた。(2)AI テクノロジーを搭載したデバイス、及びそれを使って行うプログラ
ミング教育が、見通しを持つことが困難な児童に対して有効に機能することを示すことができ
た。(3)国立大学附属の小学校教諭という立場を活かし、本研究の成果を他の公立校に勤務する
教員に多様なチャンネルを使って広めることができた。 
 
 
研究分野：教育学 特別支援教育 
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１．研究の目的 
通常学級でのインクルーシブ教育を ICT の活用によって実現する授業を設計・実施し、その

効果を検証することが本研究の目的である。特にプログラミング教育で目指される「プログラ
ミング的思考」の育成を行うことは、発達障害等により「見通しを持つ」ことを苦手とする児
童に「筋道を立てて考える」ことの良さを実感・定着させられる機会となることが期待される
ので、これについて重点的に行う。 
 
 
２．研究成果 
 
(1)ロボットによるコミュニケーション支援の可能性の確認 
ロボットは、1.社会的な関わりを要求されない、2.反応に一貫性があり予測可能性が高い、

3.自分のペースでコントロール可能、という支援を必要とする児童にとっての ICT に期待され
る相性の良さをすべて備えていると言って良い。まだまだ研究の余地は大きいが、支援ツール
としてのポテンシャルは確認できたと言って良いだろう。 

① ロボットのビジュアルと反応（限られた動き）、会話（完璧ではない言葉のイントネーシ

ョンや言葉の予測可能性の高さ）が児童のモチベーションに影響している。 
② ロボットが思い通りに作動しなかったり、会話のタイミングや内容がずれたりすること

から、間違えなどをしても自分だけではないという安心感をもたらしている。 
③ 自分のタイミングで、繰り返し学習できる点と、課題の設定を選択、調整しやすい。 
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④ コミュニケーションに困難を抱えている児童は、苦手さを視覚的に整理することができ

た。また、困難さを客観的に捉えることで、自分でどうしたいかを考えることへ繋がる

様子が伺えた。こうした行動面での変化は見られたが、今後は困難さに合わせた学習方

法とその評価について分析を進めていく必要がある。 
 
(2)学習者用デジタル教科書の利用 
2019年度から正式に教科書として認められるようになった学習者用デジタル教科書には、読

み書きに困難を抱えた児童への支援に有効な機能が多数、盛り込まれている。本文の読み上げ、
フォント、文字サイズ、行間等のカスタマイズはもちろん、漢字にルビを振ることも可能とな
っている。光村図書出版の国語の教科書に搭載されているマイ黒板機能は書くことに困難を抱
えた児童にとっては、教科書の本文を写す必要がなく、大きな助けになる。こうした機能を活
用して国語の授業をすすめることで、これまでは読みや書きの部分で躓いていた児童を考える
ことに集中させることができる。 
あわせてMicrosoft Office365のアカウントを児童に割り振ることで可能になる支援は多い。

Wordや Power Point といった所謂オフィスアプリにも使える分野は多数あるが、オンラインチ
ャットツールである Teamsやオンラインフォームである Forms等は、発言することに躊躇いを
持つ児童から効果的に意見を集約することができる。これを学習者用デジタル教科書と組み合
わせることで、ノートを開かずに学習をすすめることも十分可能である。児童の困り具合に応
じて適切な指導方法を選択すれば、効果はかなり大きいと言えるだろう。 
 
(3) AIスピーカーの利用 
学級集団の場では、自分の意見を周囲に伝えようとしても様々な理由から伝えられない児童

がいる。そのため友達や教師から認められなかったり、冷やかしなどを受けたりしても、その
困難さや傷つきに周囲が気づきにくいなどの状況が生じる。このような状況から学習や学校生
活に対する意欲やいじめ被害につながる可能性がある。コミュニケーションの躓きは、個人だ
けの問題ではなく、コミュニケーションが円滑に進む児童も含めて、クラス（集団）における
相互の関係性の維持や改善、クラスでの所属意識に影響する重要な課題である。 
こうした課題意識より、高学年１クラス（32 名）において、集団でのコミュニケーションに

AI スピーカー（Amazon Echo）を活用した実践を試みた。AIスピーカーは、スキルと呼ばれる
簡単なプログラムを組むことが可能で、これを用いて「AIスピーカーを使って友達に『ありが
とう』を伝える」という試みを行った。 
当該クラスでは、その日の終わりに振り返りをオンラインフォームを用いて入力することに

しており、その中に「今日、『ありがとう』を伝えたい友達はいますか？」という項目を作り、
その内容を入力させた。そこで入力された内容をスキルに入力し、翌日の朝の会で再生させる
こととした。 
普段は恥ずかしくて言えないような「ありがとう」を友達に伝えられるようになることで、

子どもたちの相互承認欲求や自己効力感に変化があることを確認できた。 
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